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要旨: SQLXML マネージクラスを使用すれば、SQLXML で以前から提供されている機能を活用した .NET コードを作成することができます。これらの機能には、アドホック クエリ、ストアド プロシージャ、注釈付きスキーマと XPath、XML テンプレートなどを使用した、Microsoft SQL Server データベースからの XML の検索や、クライアント側での XML の生成機能などがあります。本書では、これらの各状況で SQLXML マネージクラスを使用する方法について説明します。
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はじめに
多くの企業では、SQLXML がさまざまな状況に役立つ技術であることが理解されています。企業では、各種形式の XML ドキュメントを受信し、このデータを Microsoft SQL Server™ 2000 データベースに格納したり、取引先に対して各種形式の XML ドキュメントを提供したりすることが必要となる場合があります。また、各種のブラウザ、ハンドヘルド PC、その他のデバイスに対応するために、スタイル シートを使用して XML ドキュメントを変換する必要がある場合もあります。SQLXML を使用すれば、これらの各状況に対応して、XML データの SQL Server への送信や、SQL Server からの検索が可能になります。つまり、この機能を使用すれば、開発者が、データベースでの使用に備えて XML を別の形式に変換するために必要なすべてのコードを作成したり管理したりする必要はありません。
SQLXML マネージクラスを使用すれば、SQLXML 3.0 で提供されている XML 機能を活用した .NET コードを作成できます。FOR XML、XML テンプレート、注釈付きスキーマ、および DiffGrams を活用した、Microsoft Visual C#™ または Visual Basic® .NET のマネージコードを作成することが可能です。このホワイトペーパーでは、さまざまな状況に対応して SQLXML マネージクラスを使用する場合の仕組みについて説明します。
このペーパーは、このキットに含まれている SQLXML 3 に基づいています。また、SQLXML の最新のリリースを http://msdn.microsoft.com/sqlxml からダウンロードすることも可能です。
SQLXML マネージクラスのオブジェクト モデル
SQL Server の XML 機能にアクセスするために、次の 3 つの主要なクラスが使用されます。
· SqlXmlCommand。データベースへの Transact-SQL ステートメントの送信、ストアド プロシージャの実行、その他の技術 (注釈付きスキーマや XML テンプレートなど) を使用したデータベースへのクエリと XML での結果の取得などのために使用されます。このオブジェクトでは、このドキュメントの後で詳述する広範囲なオプションがサポートされます。
· SqlXmlParameter。コマンド内のパラメータの値を指定するために使用されます。アドホック クエリ、ストアド プロシージャ、XPath クエリ、または XML テンプレートに対するパラメータが指定できます。
· SqlXmlAdapter。DataSet オブジェクトへの XML 結果セットの格納や、XML DiffGram でのデータベースの更新のために使用されます。
SQLXML マネージクラスの使用
SqlXmlCommand クラスは、SQL Server から XML 形式でデータを検索するときに使用される主要なクラスです。このクラスを使用すれば、データベースにクエリを送信し、その結果をストリームまたは XmlReader オブジェクトとして検索したり、あるいはその出力を別のストリームに直接送信したりすることが可能です。クエリはパラメータ化できますが、この SqlXmlParameter クラスを使用することでこれらのパラメータの値を指定することが可能になります。クエリは、アドホック Transact-SQL ステートメント、ストアド プロシージャ、注釈付きスキーマと XPath、またはテンプレートを使用して実行できます。XML はデータベースから直接返すことも、クライアント側で単純にプロパティを設定して XML に変換することも可能です。さらに、SqlXmlCommand オブジェクトで XML 結果セットに自動的にスタイル シートを適用して、必要な変換を実行することもできます。
SqlXmlCommand

このセクションでは、SqlXmlCommand を使用して SQL Server から XML データを検索する方法について説明します。
管理されたコードを作成する場合は、通常、多様な名前空間のクラスを使用します。このペーパー内のコードでは、次の "using" ディレクティブが設定されていることを前提にしています。
using System;

using System.Data;

using Microsoft.Data.SqlXml;

using System.Xml;

using System.Xml.Xsl;

using System.Xml.XPath;

using System.IO;

using System.Security.Cryptography;

データ検索の状況には関係なく、SqlXmlCommand を 1 つセットアップすることが一般的です。次に示すように、SqlXmlCommand では、ActiveX データ オブジェクト (ADO) の接続文字列を引数として取る、単一のコンストラクタがサポートされています。
static string NorthwindConnString = 

  "Provider=SQLOLEDB;Server=(local);database=Northwind;" +

  "Integrated Security=SSPI";

SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

このホワイトペーパーのこれ以降のコード サンプルでは、NorthwindConnString 変数が初期化されていることを前提にしています。
通常、SQL Server 2000 から返される XML 結果セットは XML フラグメントであり、単一のルート タグが付いていません。そのため、次に示すように、結果の XML が適切に作成されるように SqlXmlCommand の RootTag プロパティを設定することが重要です。
cmd.RootTag="products";

· SqlXmlCommand.ExecuteStream

XML データ検索の最初の例では、ExecuteStream メソッドを使用しています。このメソッドでは、SQL Server から XML データが単純な .NET ストリーム インスタンスとして返されます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag="products";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.Sql;

cmd.CommandText= "SELECT * FROM products FOR XML AUTO";

StreamReader sr = new StreamReader(cmd.ExecuteStream());

結果をストリームとして返す理由の 1 つは、ドキュメントに対する全体としての操作を、その内容には関係なく実行するためです。この操作には、結果セットの圧縮や暗号化などがあります。この場合、XML 結果は、実際の XML ドキュメントではなく、バイト ストリームとして処理されます。
次のコードを使用すれば、前の例で返された XML データを DES で暗号化できます。
Byte[] key = new Byte[] {1, 50, 80, 111, 4, 255, 18, 217};

Byte[] iv = new Byte[] {12, 240, 193, 38, 193, 2, 58, 19};

DESCryptoServiceProvider Crypto = new DESCryptoServiceProvider();

FileStream FStream = File.Open(@"c:\Encrypted.bin", 

  FileMode.Create, 

  FileAccess.Write);

CryptoStream EncStream = new CryptoStream(FStream, 

  Crypto.CreateEncryptor(key, iv), CryptoStreamMode.Write);

StreamWriter SW = new StreamWriter(EncStream);

SW.Write(sr.ReadToEnd());

SW.Close();

SW.Write(sr.ReadToEnd()); によって、XML 入力ストリームが読み取られます。そのデータは、CryptoStream と FileStream を通して送信され、暗号化された XML がディスクに格納されます。
· SqlXmlCommand.ExecuteToStream

SQL Server から XML データを単純な Stream オブジェクトとして返すのではなく、変更処理を行わないで、XML 結果セットを転送先に直接送信することもできます。この場合は、ExecuteToStream メソッドを使用して、結果の XML を FileStream オブジェクト、NetworkStream オブジェクト、または、ASP.NET の場合は Response オブジェクトに直接送信できます。次のコードでは、XML 結果を FileStream オブジェクトに直接送信しています。次に、Process クラスを使用して、その結果を Internet Explorer に表示しています (既定の設定のまま、XML ファイルが Internet Explorer に関連付けられていることが前提)。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag="products";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.Sql;

cmd.CommandText= "SELECT * FROM products FOR XML AUTO";

FileStream f = new FileStream(@"c:\products.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();

System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\products.xml");

このコードでは、Products テーブルからすべての行と列が検索され、次のように結果が表示されます。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<Orders>

  <Order EmployeeID="5" CustomerID="VINET" OrderID="10248">

    <OrderDate>1996-07-04T00:00:00</OrderDate>

    <RequiredDate>1996-08-01T00:00:00</RequiredDate>

    <ShippedDate>1996-07-16T00:00:00</ShippedDate>

    <ShipVia>3</ShipVia>

    <Freight>32.38</Freight>

    <ShipName>Vins et alcools Chevalier</ShipName>

    <ShipAddress>59 rue de l&apos;Abbaye</ShipAddress>

    <ShipCity>Reims</ShipCity>

    <ShipPostalCode>51100</ShipPostalCode>

    <ShipCountry>France</ShipCountry>

  </Order>

  <Order EmployeeID="6" CustomerID="TOMSP" OrderID="10249">

    <OrderDate>1996-07-05T00:00:00</OrderDate>

    <RequiredDate>1996-08-16T00:00:00</RequiredDate>

    <ShippedDate>1996-07-10T00:00:00</ShippedDate>

    <ShipVia>1</ShipVia>

    <Freight>11.61</Freight>

    <ShipName>Toms Spezialitäten</ShipName>

    <ShipAddress>Luisenstr. 48</ShipAddress>

    <ShipCity>Münster</ShipCity>

    <ShipPostalCode>44087</ShipPostalCode>

    <ShipCountry>Germany</ShipCountry>

  </Order>...

</Orders>

· SqlXmlCommand.ExecuteXmlReader

通常、XML 結果の検索は、データを XML 形式で処理するために行います。出力を複数のデバイス用に表現できるようにデータを XML で検索する場合や、XML データを取引先に各種形式で送信する場合、あるいは、XML 対応のアプリケーションで使用できるように XML を出力する場合が考えられます。これらの場合には、XmlReader オブジェクトを返す ExecuteXmlReader メソッドを使用する必要があります。XmlReader オブジェクトは、XML 結果セット内のノードを繰り返し処理できる高性能なオブジェクトです。XML 結果へのランダム アクセスが必要な場合は、XmlDocument オブジェクトのコンストラクタに XmlReader を引数として渡すことが可能です。XmlDocument オブジェクトによって、結果セットを操作するための完全な DOM (Document Object Model) レベル 1 およびレベル 2 コア サポートが得られます。
次のサンプルでは、結果を XmlReader オブジェクトとして検索し、それを XmlDocument オブジェクトのコンストラクタに渡しています。データが XmlDocument オブジェクトに格納された後は、データベースに戻らなくても、複数の XPath クエリで結果を抽出できます。この例では、単価が 20 より高い製品が抽出されています。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag="products";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.Sql;

cmd.CommandText= "SELECT * FROM products FOR XML AUTO";

XmlReader xr = cmd.ExecuteXmlReader();

XmlDocument xd = new XmlDocument();

xd.Load(xr);

XmlNodeList xnl = xd.SelectNodes("//products[@UnitPrice > 20]");

foreach(XmlNode xn in xnl)

{

  Console.WriteLine(xn.OuterXml);

}

ここまでは、すべての例で、SQL Server からの XML の検索にアドホック クエリを使用してきました。この他、XML を返すストアド プロシージャを実行することも可能です。次のストアド プロシージャを考えてみます。
CREATE PROCEDURE dbo.GetEmployeesXml

AS

  SELECT FirstName, LastName FROM employees FOR XML AUTO

  RETURN

この例では、プロシージャ本体の中で、FOR XML AUTO 句が SELECT ステートメントの一部になっています。このステートメントは、次のように実行できます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Employees";

cmd.CommandText = "EXEC GetEmployeesXML";

XmlReader xr = cmd.ExecuteXmlReader();

· SqlXmlCommand.ClientSideXml

多くの場合、既存のストアド プロシージャは、XML 結果セットを返すようには編集できません。例えば、次のストアド プロシージャを考えてみます。
ALTER PROCEDURE dbo.GetEmployees

AS

  SELECT FirstName, LastName FROM employees

  RETURN

これは、XML を返さない典型的なストアド プロシージャです。また、パフォーマンスやその他の理由から、XML をデータベースから直接検索するのではなく、クライアント側で XML を生成する必要がある場合も多く存在します。これらの場合には、次に示すように、SqlXmlCommand オブジェクトの ClientSideXml プロパティが使用できます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Employees";

cmd.ClientSideXml = true;

cmd.CommandText = "EXEC GetEmployees FOR XML NESTED";

XmlReader xr = cmd.ExecuteXmlReader();

XmlDocument xd = new XmlDocument();

xd.Load(xr);

Console.WriteLine(xd.OuterXml);

クライアント側で XML を生成する場合は、次の 2 つの手順が重要です。
· SqlXmlCommand オブジェクトの ClientSideXml プロパティを True に設定する必要があります。
· CommandText プロパティには、"FOR XML NESTED"、"FOR XML RAW"、"FOR XML Explicit" のいずれかが含まれている必要があります。これらの句は、OLE DB プロバイダによって取り込まれ、結果セットが XML に変換されることを示します。
ストアド プロシージャが変更されていなくても、クライアント側で XmlReader オブジェクトが生成されます。
また、次に示すように、このメカニズムをアドホック クエリに対して使用することもできます。
cmd.ClientSideXml = true;

cmd.CommandText = "SELECT * FROM products FOR XML NESTED";

XmlReader xr = cmd.ExecuteXmlReader();

· 注釈付きスキーマ
アドホック クエリまたはストアド プロシージャを使用して SQL Server 2000 にクエリする場合は、結果セット内の列が、結果の XML ドキュメントの中で属性として順序付けられます。また、NESTED、AUTO、または RAW xml モードを使用して XML を返す、要素中心のモードもあります。この場合は、Select * from Products FOR XML NESTED, ELEMENTS が実行できます。
返される XML の形式を変更する場合は、注釈付きスキーマを使用して、要素として表現する列と属性として表現する列を定義することができます。注釈付きスキーマを使用すれば、標準の XPath を使用して結果セットをさらに変更することも可能です。注釈付きスキーマは、クエリするテーブルと列の両方、および結果の XML の構造を指定する XML スキーマ ドキュメントです。SQLXML 2.0 では、スキーマの 2 つのバージョンである XDR (XML Data Reduced) と XSD (W3 XML Schema Definition) がサポートされていました。このスキーマ構文は、W3 (World Wide Web Consortium) のスキーマ勧告のリリース以前に定義されていました。SQLXML 3.0 では、現在の XSD (W3 XML Schema Definition) が完全にサポートされています。
次のスキーマを考えてみます。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:sql="urn:schemas-microsoft-com:mapping-schema">

  <xs:element name="Order" sql:relation="Orders">

    <xs:complexType>

      <xs:sequence>

        <xs:element name="OrderDate" type="xs:dateTime"  />

        <xs:element name="ShipName" type="xs:string"  />

      </xs:sequence>

      <xs:attribute name="OrderID" type="xs:int" />

      <xs:attribute name="CustomerID" type="xs:string" />

      <xs:attribute name="EmployeeID" type="xs:int" />

    </xs:complexType>

  </xs:element>

</xs:schema>

ここでは、標準の W3 スキーマ構文が使用されていますが、1 つ例外があります。"sql" 名前空間には、スキーマのコンポーネントを特定のテーブルと列にマップできる拡張機能が含まれています。この場合、XML 要素名はデータベースの列名と同じであるため、確立する必要のある特定の関係は、Order 要素と Orders テーブルの関係だけです。このスキーマは、次のコードで起動できます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Orders";

cmd.CommandText = "Order";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.XPath;

cmd.SchemaPath = @"..\..\Orders1.xsd";

FileStream f = new FileStream(@"c:\products.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();

System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\products.xml");

この例では、SchemaPath プロパティによって、スキーマ ファイルへの物理パスが指定されています。このパスは、実行可能ファイルの場所に対する相対パスです。Microsoft Visual Studio®.NET Console アプリケーションを使用していて、スキーマがユーザーのプロジェクトの一部である場合、このスキーマは実行可能ファイル (bin\Debug または bin\Release ディレクトリにある) の 2 ディレクトリ分上にあります。そのため、実行可能ファイルに相対的な場所にあるスキーマを指すように、このパスには "..\..\" が含まれています。また、絶対パスを使用したり、スキーマを実行可能ファイルと同じ物理ディレクトリに配置したりすることも可能です。この場合は、Orders1.xsd のファイル名だけを指定します。
スキーマ ファイルは、結果の XML をデータベース内のテーブルと列にマップするために使用されます。CommandText プロパティによって、XML 結果セットを定義する XPath クエリが指定されます。つまり、スキーマではすべての注文を返すように指定されていても、CommandText によって、結果が特定の条件に一致する注文に制限される可能性があります。今の例では、次の XML が返されます。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<Orders>

  <Order EmployeeID="5" CustomerID="VINET" OrderID="10248">

    <OrderDate>1996-07-04T00:00:00</OrderDate>

    <ShipName>Vins et alcools Chevalier</ShipName>

  </Order>

  <Order EmployeeID="6" CustomerID="TOMSP" OrderID="10249">

    <OrderDate>1996-07-05T00:00:00</OrderDate>

    <ShipName>Toms Spezialitäten</ShipName>

  </Order>

...

</Orders>

また、注釈付きスキーマを使用すれば、一部の列を要素として、その他の列を属性として返すことが容易になる点にも注意してください。
· Visual Studio .NET を使用した注釈付きスキーマの生成
Visual Studio .NET を使用して注釈付きスキーマを簡単に生成するには、次の手順に従います。
既存の Visual Studio .NET プロジェクトを開き、[プロジェクト] メニューの [新規アイテムの追加] をクリックします。
[新規アイテムの追加] ダイアログで、テンプレート ペインの [XML スキーマ] を選択し、[開く] をクリックします。
[表示] メニューの [サーバー エクスプローラ] をクリックして (または、CTRL + ALT + S キーを押して)、サーバー エクスプローラを開きます。
[サーバー]、<マシン名>、[SQL サーバー]、<マシン名>、[Northwind]、および [テーブル] を展開します。
Products テーブルをデザイン画面にドラッグ アンド ドロップします。
スキーマ デザイナの左下隅で、[XML] タブをクリックします。次のコードが表示されます。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<xs:schema id="XMLSchema1" targetNamespace="http://tempuri.org/XMLSchema1.xsd" elementFormDefault="qualified" xmlns="http://tempuri.org/XMLSchema1.xsd" xmlns:mstns="http://tempuri.org/XMLSchema1.xsd" xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:msdata="urn:schemas-microsoft-com:xml-msdata">

  <xs:element name="Document">

    <xs:complexType>

      <xs:choice maxOccurs="unbounded">

        <xs:element name="Products">

          <xs:complexType>

            <xs:sequence>

              <xs:element name="ProductID" msdata:ReadOnly="true" 

                msdata:AutoIncrement="true" type="xs:int" />

              <xs:element name="ProductName" type="xs:string" />

              <xs:element name="SupplierID" type="xs:int" 

                minOccurs="0" />

              <xs:element name="CategoryID" type="xs:int" 

                minOccurs="0" />

              <xs:element name="QuantityPerUnit" type="xs:string" 

                minOccurs="0" />

              <xs:element name="UnitPrice" type="xs:decimal"

                minOccurs="0" />

              <xs:element name="UnitsInStock" type="xs:short" 

                minOccurs="0" />

              <xs:element name="UnitsOnOrder" type="xs:short" 

                minOccurs="0" />

              <xs:element name="ReorderLevel" type="xs:short" 

                minOccurs="0" />

              <xs:element name="Discontinued" type="xs:boolean" />

            </xs:sequence>

          </xs:complexType>

        </xs:element>

      </xs:choice>

    </xs:complexType>

    <xs:unique name="DocumentKey1" msdata:PrimaryKey="true">

      <xs:selector xpath=".//mstns:Products" />

      <xs:field xpath="mstns:ProductID" />

    </xs:unique>

  </xs:element>

</xs:schema>

上の太字で示されているテキストを削除します。最終的に、スキーマは次のようになります。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<xs:schema id="XMLSchema1" elementFormDefault="qualified" xmlns="http://tempuri.org/XMLSchema1.xsd" xmlns:mstns="http://tempuri.org/XMLSchema1.xsd" xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:msdata="urn:schemas-microsoft-com:xml-msdata">

  <xs:element name="Products">

    <xs:complexType>

      <xs:sequence>

        <xs:element name="ProductID" msdata:ReadOnly="true"

          msdata:AutoIncrement="true" type="xs:int" />

        <xs:element name="ProductName" type="xs:string" />

        <xs:element name="SupplierID" type="xs:int" minOccurs="0" />

        <xs:element name="CategoryID" type="xs:int" minOccurs="0" />

        <xs:element name="QuantityPerUnit" type="xs:string" 

          minOccurs="0" />

        <xs:element name="UnitPrice" type="xs:decimal" minOccurs="0" />

        <xs:element name="UnitsInStock" type="xs:short" 

          minOccurs="0" />

        <xs:element name="UnitsOnOrder" type="xs:short" 

          minOccurs="0" />

        <xs:element name="ReorderLevel" type="xs:short" 

          minOccurs="0" />

        <xs:element name="Discontinued" type="xs:boolean" />

      </xs:sequence>

    </xs:complexType>

  </xs:element>

</xs:schema>

次のコードを使用すれば、このスキーマを使用して SQL Server にクエリし、結果を表示できます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "ProductList";

cmd.CommandText = "Products";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.XPath;

cmd.SchemaPath = @"..\..\XMLSchema1.xsd";

FileStream f = new FileStream(@"c:\products.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();

System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\products.xml");

このように、Visual Studio では、注釈付きスキーマ作成作業のほとんどが実行されます。
· XPath を使用したクエリ
標準の XPath 構文を使用すれば、一致する要素を検索し、結果セットを制限することができます。XPath は、従来から、入力 XML ドキュメントから特定のノードを選択して変換または表示するために、XSLT (XSL Transformations) と共に使用されています。また、XPath は、特定のノードを選択してプログラム的に処理するために、DOM とも使用されます。
SQLXML 3.0 では、XPath を注釈付きスキーマと共に使用して、結果セットを制限することができます。
次の例を考えてみます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Orders";

cmd.CommandText = "Order[ShipCountry = 'Brazil']";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.XPath;

cmd.SchemaPath = @"..\..\Orders_Details.xsd";

FileStream f = new FileStream(@"c:\products.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();

System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\products.xml");

この例では、ブラジルに出荷されたすべての注文が検索されます。次のトレースに示すように、この検索は、XPath の条件を Transact-SQL WHERE 句に変換することによって効率的に実行されます。
SELECT 1 AS TAG,0 AS parent,CONVERT(nvarchar(4000),_Q1._TBEZF2,126) AS [Order!1!OrderDate!element],CONVERT(nvarchar(4000),_Q1._TBMQG2,126) AS [Order!1!RequiredDate!element],CONVERT(nvarchar(4000),_Q1._TBFZE2,126) AS [Order!1!ShippedDate!element],_Q1._TBKWC2 AS [Order!1!ShipVia!element],_Q1._TBB3F2 AS [Order!1!Freight!element],_Q1._TBGLS1 AS [Order!1!ShipName!element],_Q1._TBGZD2 AS [Order!1!ShipAddress!element],_Q1._TBC5C2 AS [Order!1!ShipCity!element],_Q1._TBCRUW AS [Order!1!ShipRegion!element],_Q1._TBORD2 AS [Order!1!ShipPostalCode!element],_Q1._TBNES1 AS [Order!1!ShipCountry!element],_Q1.A0 AS [Order!1!EmployeeID],_Q1.A1 AS [Order!1!CustomerID],_Q1.A2 AS [Order!1!OrderID] from (SELECT _QB0.EmployeeID AS A0,_QB0.CustomerID AS A1,_QB0.OrderID AS A2,_QB0.OrderID AS _TBPMH2,_QB0.CustomerID AS _TBMRF2,_QB0.EmployeeID AS _TBHXE2,_QB0.ShipCountry AS _TBNES1,_QB0.ShipPostalCode AS _TBORD2,_QB0.ShipRegion AS _TBCRUW,_QB0.ShipCity AS _TBC5C2,_QB0.ShipAddress AS _TBGZD2,_QB0.ShipName AS _TBGLS1,_QB0.Freight AS _TBB3F2,_QB0.ShipVia AS _TBKWC2,_QB0.ShippedDate AS _TBFZE2,_QB0.RequiredDate AS _TBMQG2,_QB0.OrderDate AS _TBEZF2 from Orders _QB0) _Q1 WHERE CONVERT(nvarchar(4000),_Q1._TBNES1,126) IS NOT NULL AND (CONVERT(nvarchar(4000),_Q1._TBNES1,126) = N'Brazil') FOR XML EXPLICIT, BINARY BASE64

この SELECT ステートメントの詳細はこのペーパーの範囲を超えていますが、フィルタ選択の前にすべての注文を返すのではなく、WHERE 句によって結果セットがブラジルからの注文に制限されていることに注意してください。
· テンプレート ファイルを使用したクエリ
SQLXML では、クエリとパラメータが定義されたテンプレート ファイルを使用して、SQL Server 2000 を Web に直接公開する機能がサポートされています。このファイルは、仮想ルートに配置され、HTTP を通してアクセス可能な XML ファイルです。ただし、このテンプレート ファイルは、SQLXML マネージクラスを使用して直接実行することが可能です。SqlXmlConnection の CommandText プロパティを、XML テンプレート ファイルへのパスを含むように設定し、次に CommandType プロパティを "SqlXmlCommandType.TemplateFile" に設定します。次のサンプル テンプレートでは、テンプレートが products.xml として保存されていることを前提にしています。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 

<Products xmlns:sql="urn:schemas-microsoft-com:xml-sql">

  <sql:query>

  SELECT Products.ProductID, Products.ProductName, 

    Suppliers.CompanyName AS SupplierName, Categories.CategoryName, 

    Products.QuantityPerUnit, Products.UnitPrice, 

    Products.UnitsInStock, Products.UnitsOnOrder, Products.ReorderLevel, 

    Products.Discontinued

  FROM Products 

    INNER JOIN

      Suppliers ON Products.SupplierID = Suppliers.SupplierID 

    INNER JOIN

     Categories ON Products.CategoryID = Categories.CategoryID    

  FOR XML RAW

  </sql:query>

</Products>

次に、下のコードを使用すれば、このテンプレートを実行し、結果を表示することができます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Products";

cmd.CommandText = @"..\..\Products.xml";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.TemplateFile;

FileStream f = new FileStream(@"c:\products.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();

System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\products.xml");

· Visual Studio .NET クエリ ビルダを使用したテンプレートの作成
Visual Studio .NET では、XML テンプレートの作成が直接はサポートされていません、ただし、次の手順に示すように、クエリ ビルダを使用すればほとんどの作業を行うことができます。
1. Visual Studio .NET でプロジェクトを開き、[プロジェクト] メニューの [新規アイテムの追加] をクリックします (または、CTRL + SHIFT + A キーを押します)。
[新規アイテムの追加] ダイアログで、テンプレート ペインの [XML ファイル] を選択します。
[名前] フィールドに "orders.xml" と入力し、[開く] をクリックします。
このファイルに、次のコードを追加します。
<Products xmlns:sql="urn:schemas-microsoft-com:xml-sql">

  <sql:query>

  </sql:query>

</Products>

[表示] メニューの [サーバー エクスプローラ] をクリックして (または、CTRL + ALT + S キーを押して)、サーバー エクスプローラを開きます。
[サーバー]、<マシン名>、[SQL サーバー]、<マシン名>、および [Northwind] を展開します。
[ビュー] を右クリックし、[新規ビュー] をクリックします。クエリ ビルダ ユーティリティが表示されます。
[テーブルの追加] ダイアログで、Orders、Order Details、Products、Employees、および Customers テーブルをダブルクリックします。
[閉じる] をクリックします。
ダイアグラム ペインで、Orders テーブルの OrderID、OrderDate、RequiredDate、および ShippedDate 列を選択します。
Order Details テーブルの UnitPrice、Quantity、および Discount 列を選択します。
Employees テーブルの FirstName および LastName 列を選択します。
Customers テーブルの CompanyName 列を選択します。
Products テーブルの ProductName 列を選択します。
SQL ペインのすべての内容 (SELECT dbo.Orders.OrderID...) を選択し、CTRL + C キーを押して、選択した内容をクリップボードにコピーします。
クエリ ビルダを閉じます。
変更保存の確認メッセージが表示されたら、[いいえ] をクリックします。
orders.xml の中で、<sql: query> と </sql: query> の間に挿入ポイントを置きます。
CTRL + V キーを押して、クリップボードの内容を SQL フィールドに貼り付けます。
</sql:query> の直前に "FOR XML RAW" を入力します。Enter キーを押します。ファイルは次のようになります。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<Products xmlns:sql="urn:schemas-microsoft-com:xml-sql">

  <sql:query>

    SELECT dbo.Orders.OrderID, dbo.Orders.OrderDate, 

      dbo.Orders.RequiredDate, dbo.Orders.ShippedDate, 

      dbo.[Order Details].UnitPrice, 

      dbo.[Order Details].Quantity, dbo.[Order Details].Discount, 

      dbo.Employees.LastName, dbo.Employees.FirstName, 

      dbo.Customers.CompanyName, 

            dbo.Products.ProductName

    FROM dbo.Orders 

    INNER JOIN

      dbo.[Order Details] ON dbo.Orders.OrderID = 

        dbo.[Order Details].OrderID

    INNER JOIN

      dbo.Employees ON dbo.Orders.EmployeeID = dbo.Employees.EmployeeID

    INNER JOIN

      dbo.Customers ON dbo.Orders.CustomerID = dbo.Customers.CustomerID

    INNER JOIN

      dbo.Products ON dbo.[Order Details].ProductID = 

        dbo.Products.ProductID

    FOR XML RAW

  </sql:query>

</Products>

このテンプレートは、次のコードでテストできます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Orders";

cmd.CommandText = @"..\..\orders.xml";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.TemplateFile;

FileStream f = new FileStream(@"c:\orders.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();

System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\orders.xml");

SqlXmlParameter

ここまでは、すべてのクエリ、ストアド プロシージャ、スキーマ、XPath 式、およびテンプレートが静的でした。しかし、多くの場合は、なんらかの条件に基づいてクエリを変更する必要があります。例えば、注文を顧客によって選択することは分かっているが、注文を表示する対象となる特定の顧客が実行時まで分からないという場合があります。これらのクエリを動的にするには、クエリをパラメータ化し、SqlXmlParameter オブジェクトを使用して実行時にパラメータの値を指定することが可能です。
· パラメータ化されたアドホック クエリ
次の例に示すように、アドホック クエリでは、値がパラメータによって指定されることを示すために単に "?" を使用します。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag="products";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.Sql;

cmd.CommandText= "SELECT * FROM products WHERE categoryid = ? " +

  "FOR XML AUTO";

SqlXmlParameter p = cmd.CreateParameter();

p.Value = "1";

XmlReader xr = cmd.ExecuteXmlReader();

XmlDocument xd = new XmlDocument();

xd.Load(xr);

Console.WriteLine(xd.OuterXml);

· ストアド プロシージャのパラメータ
ストアド プロシージャにパラメータを渡すためのモデルは、パラメータ化されたアドホック クエリのモデルとほぼ同じです。つまり、プロシージャに渡す各引数には "?" を使用し、値を割り当てるには SqlXmlParameter を使用します。ストアド プロシージャによって (内部で、FOR XML RAW、FOR XML AUTO、または FOR XML Explicit を使用して) XML が出力されない場合は、次に示すように、クライアント側の XML を使用する必要があります。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Orders";

cmd.ClientSideXml = true;

cmd.CommandText = "EXEC GetOrders ? FOR XML NESTED";

SqlXmlParameter p = cmd.CreateParameter();

p.Value = "alfki";

XmlReader xr = cmd.ExecuteXmlReader();

XmlDocument xd = new XmlDocument();

xd.Load(xr);

Console.WriteLine(xd.OuterXml);

注意   アドホック クエリとストアド プロシージャでは、上に示すように位置指定パラメータが使用できます。ただし、XPath や XML テンプレートとは異なり、名前付きパラメータは使用できません。これについては、後で説明します。
· XPath のパラメータ
XPath クエリも、パラメータ化することができます。標準の XPath 変数構文を使用してクエリ内のパラメータの位置を指定し、次に、位置指定または名前付きパラメータを使用して値を指定できます。次の例では、CommandText プロパティに、特定の製品 ID に対するすべての注文詳細を選択する XPath ステートメントが含まれています。製品 ID は、$ProductID という XPath 変数によって指定されます ($VariableName は、変数に対する標準の XPath 構文)。次に示すように、この変数の値は、SqlXmlParameter クラスを使用して設定できます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Orders";

cmd.CommandText = "Order/OrderDetails[ProductID = $ProductID]";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.XPath;

cmd.SchemaPath = @"..\..\Orders_Details.xsd";

SqlXmlParameter p = cmd.CreateParameter();

p.Name = "@ProductID";

p.Value = "1";

FileStream f = new FileStream(@"c:\products.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();

System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\products.xml");

· テンプレートのパラメータ
また、XML テンプレート ファイルにパラメータを渡すことも可能です。それにはまず、テンプレート ファイルを、パラメータを受け付けるように作成する必要があります。次の例に示すように、パラメータは、XML テンプレートのヘッダー セクションで指定されます。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 

<ROOT xmlns:sql='urn:schemas-microsoft-com:xml-sql'>

  <sql:header >

     <sql:param name='CategoryID'></sql:param>  

  </sql:header>                                          

  <sql:query >                                              

      SELECT * FROM Products WHERE CategoryID = @CategoryID FOR XML AUTO

  </sql:query>

</ROOT>

次に、下に示すように、CategoryID の値を、SqlXmlParameter オブジェクトを使用して指定できます。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "Orders";

cmd.CommandText = @"..\..\products2.xml";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.TemplateFile;

SqlXmlParameter p = cmd.CreateParameter();

p.Name = "@CategoryID";

p.Value = "3";

FileStream f = new FileStream(@"c:\orders.xml",FileMode.Create);

cmd.ExecuteToStream(f);

f.Close();
System.Diagnostics.Process.Start(@"c:\orders.xml");

SqlXmlAdapter

SqlXmlAdapter オブジェクトを使用すれば、XML DiffGram を使用してデータベースを更新できます。この機能は、注釈付きスキーマを使用して XML データを生成した後、ユーザーがデータを変更し、その変更をデータベースに戻す場合に有効です。DiffGrams では、挿入、更新、および削除の操作がサポートされています。次のテーブルに示すように、SqlXmlAdapter オブジェクトには 2 つのメソッドが含まれています。
	メソッド
	説明

	Fill(DataSet ds)
	DataSet オブジェクトに、SQL Server から検索された XML データを格納する。

	Update(DataSet ds)
	XML DiffGram を使用して、SQL Server を、DataSet オブジェクトへの変更を反映するように更新する。


例えば、次のスキーマを作成したとします。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?>

<xs:schema xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" xmlns:sql="urn:schemas-microsoft-com:mapping-schema">

  <xs:element name="Categories">

    <xs:complexType>

      <xs:sequence>

        <xs:element name="CategoryID" type="xs:integer"/>

        <xs:element name="CategoryName" type="xs:string"/>

      </xs:sequence>

    </xs:complexType>

  </xs:element>

</xs:schema>

次に示すように、このスキーマを SqlXmlAdapter と共に使用すれば、DataSet オブジェクトにデータを格納し、データベースをこの変更で更新することが可能です。
SqlXmlCommand cmd = new SqlXmlCommand(NorthwindConnString);

cmd.RootTag = "ROOT";

cmd.CommandText = "Categories";

cmd.CommandType = SqlXmlCommandType.XPath;

cmd.SchemaPath = @"..\..\Categories.xsd";

DataSet ds = new DataSet();

SqlXmlAdapter ad = new SqlXmlAdapter(cmd);

ad.Fill(ds);

ds.Tables["Categories"].Rows[0]["CategoryName"] = "Drinks";

ad.Update(ds);

この例では、注釈付きスキーマを使用して、DataSet オブジェクトにデータを格納しています。DataSet オブジェクト内のセルが変更され、その変更が SqlXmlAdapter オブジェクトの Update メソッドを使用してデータベースに戻されています。
まとめ
SQLXML マネージクラスを使用すれば、SQLXML で以前から提供されている機能を活用した .NET コードを作成できます。これらの機能には、アドホック クエリ、ストアド プロシージャ、注釈付きスキーマと XPath、XML テンプレートなどのメカニズムを使用した、サーバー側またはクライアント側での XML の生成機能が含まれます。
このペーパーで説明したトピックの詳細については、SQLXML 3.0 Books Online の次のリソースを参照してください。
· 「SQLXML .NET のサポート」
· 「XSD スキーマでのコメントの使用」
· 「XML テンプレートへの拡張機能」
この情報は、Microsoft Developer Network Library: http://msdn.microsoft.com/sqlxml でもオンラインで入手できます。
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